
 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほし組の取り組み目標① 

自然の光を感じよう！ 

食材に触れよう！ 

その日の給食やおやつに出てくる食材を調理さんにお願いして洗いま

した。玉ねぎの日は白い部分が出てくるまで頑張ってむいていました。

じゃがいも洗いは、少し力を入れないと泥が落ちなくてゴシゴシ力を入

れていました。それが実際にメニューとして出てきた時には「おいしい

ね～」と味も格別だったのでは…?!食材に触れることで食欲にもつなが

っていけたらいいと思います。そして、これからもできる形で食の活動

に関わっていきたいです。 

ペットボトルの中にいろいろな色のカラーセロハンを入れて、オリジナルのキ

ラキラボトルを作りました。太陽の光をあてると、その影がカラフルな色になり

ます。一人ひとりが異なっているので、並べてみたらきれいでした。しかし、太

陽を背にして見ると、子どもの影でペットボトルごと見えなくなってしまいま

す。そんな気付きもありながら、身近な自然が持つ不思議な力を感じ、『自然の

恵みに感謝する気持ち』につなげていけたらいいと思います。 

寒天とゼラチンでカラフルなゼリー状のもの

を用意し、素手で触れてみたり、スプーンです

くって透明カップに入れてカラフルジュース

にしたりして遊びました。普段味わえない感触

に子どもたちの目は輝いていました。夏は、水

遊びの他、泡や氷、水風船に触れて遊びました。

五感をフル稼働していろいろな感触を味わい、

子どもたちがワクワクするような経験を通し

て様々なことに興味を持ってもらえたらいい

と思います。 

感触を味わおう！ 

ほし組の取り組み目標② 

ほし組の取り組み目標③ 


